
 

 

第１０３話： ジェネリック医薬品について 

お仕事おつかれさまです。 

ひかり健康保険組合では、加入者皆様の健康維持・増進を目的とした保健事業を展開していきます。 

今回は、ジェネリック医薬品についてお届けいたします。 

Ｑ．ジェネリック医薬品って、どんなお薬なの？ 

Ａ．医療機関で処方される、効き目は同じ安価なお薬です。 

医療機関で処方されるお薬（医療用医薬品）には、同じ成分・同じ効き目でも、価格の高いお薬と安いお薬があり 

ます。 

高い方のお薬は「新薬（先発医薬品）」と呼ばれ、安い方のお薬は「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」と呼ばれて 

います。 

ジェネリック医薬品は、患者さんのお薬代負担を軽くするお薬です。 

ジェネリック医薬品は新薬の特許が満了した後に発売されます。 
新薬は、最初に開発・発売されるお薬で、開発メーカーは特許期間中、独占的に製造・販売することができます。 

その特許期間が満了した後に、厚生労働省の承認のもとに発売されるお薬がジェネリック医薬品です。

 

Ｑ．どうして安いの？ 

Ａ．開発コストが抑えられる。だから安価です。 

新薬の開発には、なんと9～17年の年月と、約500億円もの投資が必要といわれています。臨床試験などのさまざ 

まな試験のあとも数々の審査や承認申請するための手続きがあります。しかも、新薬として承認される成功率はわ 

ずか1/15000以下なのです。 

しかしジェネリック医薬品は開発期間は通常3～5年。新薬と比べ開発期間が短く、開発コストが大幅に 

抑えられるため、お薬代が安く設定されるのです。 

Ｑ．ジェネリック医薬品を使うメリットはあるの？ 

Ａ．薬代の負担が減るのはもちろん、医療費の抑制にもつながります。 

患者さんの薬代の負担が減り、家庭での医療費の節約に役立ちます。 

また慢性疾患では、薬代が高いからといって、通院や薬の服用をやめてしまう人も少なくありません。 

でも、お薬は飲み続けることが大切です。ジェネリック医薬品の使用により、正しい治療を無理なく続けられる環境 

が整います。 

そしてひいては高騰する医療費の抑制にもつながります。



Ｑ．どうすれば処方してもらえるの？ 

Ａ．まずは、かかりつけ医の先生か保険調剤薬局にご相談ください。 

国の方針として採用がすすめられているジェネリック医薬品ですが、現在、どこの医療機関でも扱われているわけ 

ではありません。 

ジェネリック医薬品を使うには医師の処方が必要ですので、まずはかかりつけ医の先生か保険調剤薬局にご相談 

してみてください。 

☆

 

◆ 美肌はつくれる（６）◆ 

Q．朝食に柑橘類をたくさん摂ると肌にいい。ホント？ウソ？ 

Ａ．ウソ！ 

レモン・オレンジ・グレープフルーツなどの柑橘類はビタミンCを豊富に含んでいる。メラニン色素の生成を抑 

え、コラーゲンの 合成を促進するビタミンCは、美肌に欠かせない栄養素だ。だから柑橘類も本来は肌に良い 

食べ物なのだが、大量に食べた後に 紫外線に当たるなると話が違ってくる。 

柑橘類にはソラレンという物質がわずかだが含まれている。このソラレンには紫外線Aを吸収する働きがあり、 

大量に接種した 後に紫外線を浴びるとしみができやすくなるのだ。 

昼間はどうしても紫外線を浴びることになるので、これらの食品は朝食ではなく、夕食で摂るようにしたほうが 

よい。

 

■けんこう通信 

ご家庭のパソコンへ、保健事業に関するお便りを配信しております。 

ご希望の方は、登録のためメールアドレスを添えてinfo@hikarikenpo.or.jp（当組合宛）までお気軽 

にメールください。 

■こころとからだの健康相談 

健康に関わるお悩みのときは、「こころとからだの健康相談」 

フリーダイヤル0120-835-839（はい参考、はいサンキュウ）を安心してご利用ください。 

■ひかり健康保険組合への 

ご意見・ご要望はinfo@hikarikenpo.or.jpまでぜひお寄せください。 

ひかり健康保険組合 http://www.hikarikenpo.or.jp 
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